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（平成１９年７月： 鉱工業指数」）Ⅱ 生産動向について 「

１ 生 産
季節調整済指数は１００．２で前月

比０．２％減となりました （原指数。

１０２．９、前年同月比２．０％増）

業種別にみると、化学工業や電子・

デバイス工業など１１業種が上昇しま

した。また、輸送機械工業や電気機械

工業など７業種が下落しました。

福岡県鉱工業指数の推移(季節調整済)平成12年=100２ 出 荷
季節調整済指数は１０３．３で、前

月比２．２％減となりました （原指。

． 、 ． ）数１０６ ３ 前年同月比０ ９％増

業種別にみると、電子･デバイス工

業や化学工業など８業種が上昇しまし

た。また、輸送機械工業や鉄鋼業など

１０業種が下落しました。

福岡県鉱工業指数の推移 対前年同月比の推移(原指数)３ 在 庫
季節調整済指数は９９．７で、前月

比７．５％減となりました （原指数。

１０５．４、前年同月比５．６％減）

業種別にみると、電子・デバイス工業

や鉄鋼業など７業種が上昇しました。

また、輸送機械工業や金属製品工業な

ど１１業種が下落しました。

主要9業種の動向【生産】

※ ウェイト・・平成12年における、生産活動全体を10000とした場合の各業種の規模を付加価値額の割合で表したもの。

平成１９年７月の鉱工業指数 平成12年=100

季節調整済指数 原指数

前年同月比(％)前月比(％)

福 生 産 １００．２ △０．２ １０２．９ ２．０

岡 出 荷 １０３．３ △２．２ １０６．３ ０．９

県 在 庫 ９９．７ △７．５ １０５．４ △５．６

九 生 産 １１０．５ １．１ １１２．３ ２．４

出 荷 １１２．８ １．４ １１４．２ ２．６

州 在 庫 ９０．６ △１．１ ９２．４ △２．９

全 生 産 １０８．１ △０．４ １０９．６ ３．２

出 荷 １１１．３ △１．２ １１２．１ ３．１

国 在 庫 ９５．６ △０．３ ９７．６ ２．２
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生 産 出荷 在 庫

前 月 比 前 年 同 月 比
（ ％ ） （ ％ ）

鉄 　 　 　 　 　 鋼 1 1 . 0 9 . 2
金 　 属 　 製 　 品 0 . 6 ▲  6 . 8
一 　 般 　 機 　 械 ▲  2 . 8 2 . 5
電 　 気 　 機 　 械 ▲  4 . 0 8 . 5
電 子 ・ デ バ イ ス 1 1 . 3 3 7 . 3
輸 　 送 　 機 　 械 ▲  7 . 0 ▲  5 . 8
窯 業 ・ 土 石 製 品 1 . 5 1 . 6
化 　 　 　 　 　 学 1 2 . 9 4 . 2
食 料 品 ・ た ば こ 8 . 3 0 . 7

総 　 　 　 　 　 合 ▲  0 . 2 2 . 0

医 薬 品 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト

ク レ ー ン 、 変 速 機 、 バ ル ブ ・ コ ッ ク

セ メ ン ト 、 安 全 ガ ラ ス 、 フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス
普 通 自 動 車 、 自 動 車 部 品 、 小 型 自 動 車

業 　 　 　 　 　 種 上 昇 ま た は 下 落 に 寄 与 し た 主 な 品 目 （ 前 月 比 ）

鋼 帯 、 冷 延 広 幅 帯 鋼 、 特 殊 鋼 熱 間 圧 延 鋼 材
ド ラ ム 缶 、 ス チ ー ル シ ャ ッ タ 、 飲 料 用 缶

開 閉 制 御 装 置 、 変 圧 器 、 リ ア ク ト ル

固 型 カ レ ー 、 ビ ー ル 、 処 理 牛 乳

－

線 形 回 路 、 計 数 回 路 、 光 電 変 換 素 子


